
挨拶とコメント

池内 了

（軍学共同反対連絡会共同代表）



軍拡にタガが外れた日本：
軍事研究の拡大・加速化

安全保障技術研究推進制度の発展ー24年度装備庁に新研究機関設置（研究費支援）年1兆円

橋渡し研究：魔の川/死の谷/ダーウィンの海（開発ー応用ー実作ー製品化）

経済安全保障推進法（政治家＋官僚＋産業界が中心となって学を取り込む）

特定重要技術開発支援（基金予算5000億円、2022年度は2500億円補正で予算化）

プロジェクトごとに協議会：シンクタンクによる調査研究、共に守秘義務 学位授与

非公開特許：防衛省の判断を優先、保全審査、秘密漏洩罪

卓越研究大学法（大学ファンド10兆円）

大大学を軍事研究へ誘導する方策？（数百億円の助成＝＞年３％の事業成長）

日本学術会議の弱体化のための組織形態の変更の圧力

会員任命の拒否・CSTIでの有識者会議等

福島イノベーション・コースト構想（国際産学連携拠点）＝＞福島国際研究教育機構（仮）

ロボット・農林水産業・エネルギー・放射線科学、国立研究開発法人・学位授与権



安全保障技術研究推進制度：
軍事研究の常習化（麻薬化）

常連の大学・研究機関・企業：複数課題の採択

・大学：各2回：岡山大学、大分大、大市大、豊橋技科大（タイプS）、他14大学

（分担研究：東京農工大4回、東海大2回、岡山大１回）

・研究機関：物質・材料研究機構（15回）、宇宙航空研究開発機構（９回）、

理化学研究所（5回）、各4回：海洋研究開発機構、海上・港湾・航空技術研、

他1回は２研究所：理由「国策だから」「国から研究費が出ているから」

・防衛予算受注企業：日立（5回）、各3回：東芝、富士通、パナソニック、東レ、

三菱重工、KDD基礎研、各2回：NEC、川崎重工、各1回三菱電機、IHI、他２社

・ベンチャー：ファインセラミックス（5回）、ノベルクリスタル（2回）

他1回は18社： 軍学共同＋産学共同＝軍産学共同体

SBIR（小規模ビジネス起業研究）：起業経費の補助（防衛省は16・6億円分を計上）



「国力としての防衛力を総合的に考える
有識者会議」での橋本・上山提案



国立研究開発法人の重視



戦前の試験研究機関ブーム


